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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成20年9月25日(2008.9.25)

【公表番号】特表2008-521663(P2008-521663A)
【公表日】平成20年6月26日(2008.6.26)
【年通号数】公開・登録公報2008-025
【出願番号】特願2007-544589(P2007-544589)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  27/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ  27/30    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月7日(2008.8.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）スチレン／ブタジエン／スチレンブロックコポリマーを含む内層であって、第１の
面及び第２の面を含む前記内層；および
　ｂ）各々がオレフィンポリマーを含む第１および第２外層であって、オレフィンポリマ
ーがエチレン／αオレフィンコポリマー、エチレン／アクリル酸アルキルコポリマー、エ
チレン／アクリル酸コポリマー、ブチレンホモポリマーおよびブチレンコポリマー、多成
分エチレン／α－オレフィン相互侵入網目樹脂、高密度ポリエチレン、高密度ポリエチレ
ンとエチレン／酢酸ビニルコポリマーとの混合物、および高密度ポリエチレンと低密度ポ
リエチレンとの混合物からなる群より選択される前記第１および第２外層；
を含む共押出３層固相延伸熱収縮性フィルムであって、
　ｉ）縦方向および横方向の少なくとも１つにおける２４０°Ｆでの４０％から８０％の
自由収縮率（ＡＳＴＭ　Ｄ　２７３２）；および
　ｉｉ）縦方向および横方向の少なくとも１つにおける７０ｇ／milから３００ｇ／milの
エルメンドルフ引裂強さ（ＡＳＴＭ　Ｄ　１９２２－０３）；
を有し、
　前記第１外層は前記内層の前記第１の面に直接付着し、
　前記第２外層は前記内層の前記第２の面に直接付着し、
　スチレン／ブタジエン／スチレンブロックコポリマーを含む前記内層はフィルム全厚の
１％から１５％を占める前記フィルム。
【請求項２】
　ａ）スチレン／ブタジエン／スチレンブロックコポリマーを含む内層；
ｂ）４．０未満のメルトインデックスを有するエチレンコポリマーを各々が含む第１およ
び第２中間層であって、４．０未満のメルトインデックスを有する前記エチレンコポリマ
ーは０．９１６ｇ／ｃｍ３未満の密度を有するエチレン／α－オレフィンコポリマー、エ
チレン／酢酸ビニルコポリマー、エチレン／プロピレン／ジエンターポリマー、非常に低
い密度のポリエチレン、非常に低い密度のポリエチレンとエチレン／酢酸ビニルコポリマ
ーとの混合物、および多成分エチレン／α－オレフィン相互侵入網目樹脂からなる群より
選択される前記第１および第２中間層；および
ｃ）各々がオレフィンポリマーを含む第１および第２外層
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を含む共押出多層固相延伸熱収縮性フィルムであって、
ｉ）縦方向および横方向の少なくとも１つにおける２４０°Ｆでの４０％から８０％の自
由収縮率（ＡＳＴＭ　Ｄ　２７３２）；および
ｉｉ）縦方向および横方向の少なくとも１つにおける７０ｇ／milから３００ｇ／milのエ
ルメンドルフ引裂強さ（ＡＳＴＭ　Ｄ　１９２２－０３）；
を有し、
　スチレン／ブタジエン／スチレンブロックコポリマーを含む前記内層はフィルム全厚の
１から１５％を占める前記フィルム。
【請求項３】
　ａ）４．０未満のメルトインデックスを有するエチレンコポリマーを含む内層であって
、４．０未満のメルトインデックスを有する前記エチレンコポリマーは０．９１６ｇ／ｃ
ｍ３未満の密度を有するエチレン／α－オレフィンコポリマー、エチレン／酢酸ビニルコ
ポリマー、エチレン／プロピレン／ジエンターポリマー、非常に低い密度のポリエチレン
、非常に低い密度のポリエチレンとエチレン／酢酸ビニルコポリマーとの混合物、および
多成分エチレン／α－オレフィン相互侵入網目樹脂からなる群より選択される前記内層；
ｂ）各々がスチレン／ブタジエン／スチレンブロックコポリマーを含む第１および第２中
間層；および
ｃ）各々がオレフィンポリマーを含む第１および第２外層；
を含む共押出多層固相延伸熱収縮性フィルムであって、
ｉ）縦方向および横方向の少なくとも１つにおける２４０°Ｆでの４０％から８０％の自
由収縮率（ＡＳＴＭ　Ｄ　２７３２）；および
ｉｉ）縦方向および横方向の少なくとも１つにおける７０ｇ／milから３００ｇ／milのエ
ルメンドルフ引裂強さ（ＡＳＴＭ　Ｄ　１９２２－０３）；
を有し、
　スチレン／ブタジエン／スチレンブロックコポリマーを含む前記第１および第２中間層
は合わせてフィルム全厚の１から１５％を占める前記フィルム。
【請求項４】
　スチレン／ブタジエン／スチレンブロックコポリマーが、２００℃／５．００kgで２か
ら１２ｇ／１０分のメルトマスフローインデックスを有する、請求項１から３のいずれか
１項に記載のフィルム。
【請求項５】
　スチレン／ブタジエン／スチレンブロックコポリマーを含む層が、フィルム全厚の５か
ら１５％を占める、請求項１から３のいずれか１項に記載のフィルム。
【請求項６】
　スチレン／ブタジエン／スチレンブロックコポリマーが、コポリマーの５０重量％から
９０重量％のスチレンを含む、請求項１から３のいずれか１項に記載のフィルム。
【請求項７】
　第１および第２外層が、各々、エチレン／αオレフィンコポリマー、エチレン／酢酸ビ
ニルコポリマー、エチレン／アクリル酸アルキルコポリマー、エチレン／アクリル酸コポ
リマー、イオノマー、プロピレンポリマーおよびコポリマー、ブチレンポリマーおよびコ
ポリマー、多成分エチレン／α－オレフィン相互侵入網目樹脂、プロピレンホモポリマー
とプロピレン／エチレンコポリマーとの混合物、高密度ポリエチレン、高密度ポリエチレ
ンとエチレン／酢酸ビニルコポリマーとの混合物、および高密度ポリエチレンと低密度ポ
リエチレンとの混合物から選択されるオレフィンポリマーを含む、請求項２又は３に記載
のフィルム。
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